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１.研究の目的 

  最近、豪雨による被害のニュースが頻繁に登場する。8 年

前、熊本市長嶺南の健軍川において、豪雨時パトロール中の

市職員の方が足を滑らせ氾濫に巻き込まれ亡くなった。そこ

には手すりはなかった。つまり安全対策が不十分だったと言

える。そこで私たちは健軍川の防災に着目して調べることに

した。 

２.研究の方法 

  源流（戸島）から下流（江津湖）にかけてのフィールドワ

ークを行い、それぞれの場所の状況を記録した。写真を撮っ

たり、断面積を計測したり、東部土木センターの方に熊本市

の計画についてお話をお聞きしたりした。 

３.健軍川の紹介(地図省略) 

  健軍川は長さ約 8.8 ㎞、流域面積 14.6ｋ㎡で、流域の形

状は上・中流域ではほぼ長方形に近い帯状になっており、戸

島山の北東部小山付近を源流として二岡中・長嶺中・月出

小・尾ノ上小・市民病院付近を通って江津湖にそそいでいる。

水を奪いあう河川は北側が藻器
しょうけ

堀
ぼり

川
がわ

、南側は秋津川の支流に

なっている。 

４.診断結果 

主な危険地域の内容と画像を紹介する。紙面の都合上、調

査した場所の中でも特に重要な個所のみの記載になってい

る。

 

          

  1 戸島        2 高速道路下  3 遊水地付近  4 長嶺 

        

5 新外          6 新外         7 新外 

        
8 新外    9 尾ノ上     10 尾ノ上 

          

11 尾ノ上     12 尾ノ上     13 尾ノ上 

        

14 神水    15 上江津湖 



 

５.私たちの試算（断面積は流路部分をさす） 

＊豪雨時には田畑でも１／３以上の水が流出する 

①遊水地付近で溢れていることを検討する 

（断面積 12m2、降水量 50mm/h とする） 

推定流域面積＝14.6/8.8・2.5 

＝4.14[km2] 

流出率をｋ（流出率１＝浸透率０）とすると流出量は、 

4.14・106・50・10－3ｋ≒2.1・105ｋ[m3/ h] 

平均流速を 2.0ｍ/s とすると排水量は 

12・2・602＝8.64・104[m3/ｈ] 

2.1・105ｋ ＝8.64・104 

      ｋ ≧0.41 ⇒妥当な値と思われる。 

②灰塚橋では溢れていないことを検討する 

（断面積 54.5m2、降水量 50mm/h とする） 

推定流域面積＝14.6/8.8・6.4≒10.6[ｋm2] 

流出率をｋとすると流出量は、 

10.6・106・50・10－3ｋ 

＝5.3・105ｋ[m3/ｈ] 

平均流速を 3.0ｍ/ｓとすると排水量は 

5.3・105ｋ＝54.5・3・602 

＝5.886・105 

         ≒5.9・105 

        ｋ≒1.1 ⇒全部流れ込んでも余裕がある。 

この計算で降水量を 70mm/h として計算すると、ｋ＝0.8 と

なる。⇒大丈夫だろうが 8 割以上の流出があれば危険である。 

また、降水量を 100mm/h として計算すると、ｋ≒0.56 とな

る。⇒半分近く以上の流出があれば危険である。＝十分ありう

る。 

６.私たちの試算診断 

京塚橋での断面積は 54.5m2 なのでギリギリの水位で

190m3
/s排水するには、流速は、190/54.5＝3.48… [m/s] 

となり、やや速すぎるのではと推測する。逆に遅くなって 2m/s

なら断面積が 95.5m2で 1.75 倍拡大する必要があるが、土地

に余裕がない。 

流入量は 5 を利用して、流出率を k とすると 

70mm/h のとき 

10.6・10６・70・10３・k＝7.42・10５k [m3/h] 

190(m3/s)＝6.84・10５[m3/h] 

7.42・10５k＝6.84・10５ 

k＝0.92 ⇒余裕である。 

100mm/h のとき 

k＝0.64 ⇒大丈夫だろうがやや不安がある。 

７.今後の課題その他 

 実際に自分たちの足で健軍川をたどってみると、下流の方は

ほとんど整備されているが、上流の方はまだ整備されていない

場所があるということが分かった。 

今後は、集中豪雨時の実際の流速を確かめたり冠水の状況の

聞き取り調査を行ったりなど確かなデータを集めること、もう

少し詳しい流域の境界を上・中流域で調査し求めることを課題

として調査を続けていきたい。熊本市発行の防災マニュアルも

今回は全く検討不十分だった。排水路として誕生した水路が都

市化により危険箇所となる例は多い。減災の観点からも考えて

みたい。 
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